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星の会星の会
不登校の子をもつ親の会

2008年11月29日(土）

（代表）加嶋文哉

〒876-0814　佐伯市東町12－15

ichibanboshi@cts-net.ne.jp

0972-24-1669

第　８９号

http://renge.ath.cx/~oitanet/ (年会費　2,000円）
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■第49回　大分例会　（通算317回）　
○12月５日（金）　19：00～21：40
○大分コンパルホール　視聴覚室（４階）　
○参加費　無料　　　　　

■第143回　津久見例会（通算318回）　　
○12月５日（金）　
○忘年会
　詳しくは、戸高さん（090-9792-7317）まで　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。
■「星の会」は、不登校の子どもを持つ親の会です。親以外に　も不
登校について継続的に考えていきたい教師・個人も入会　できます。
■「星の会」の例会は、大分・津久見で月１回開いています。
■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）
■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓　　
迎です。周りの方に拡げて下さい。
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次回予告

○大分例会　１月10日(土)19：00～21：40／コンパルホール
○津久見例会　１月9日(金)19：30～10：30
変更する場合があるので、会報で確認して下さい。

12月
　例会

第50回 大分例会

不登校の先輩お母さん(お父さん)
出番です!!再び

　ず～っと以前に会報で書きましたが、例会の人数が増えてきて、

子どもの不登校に付き合ってきた先輩のお母さんとお父さんの参

加が求められています。

　今回は、シンポジウムでチラシも配布をしたので、参加者が増

えると思われます。例会に初めてこられる方の多くは、不登校の

わが子について不安を持っています。

「このまま学校を休んでいても良いのだろうか？」

「同伴登校をしているが、子どもは苦しそうにしている。」

「朝、子どもが蒲団から出てこないけど、無理に起こした方が良

いのだろうか」

「高校進学を前に不登校をして、この子の将来は…？」

「もう何年も引きこもりをしているけど、親は何をしたらいいの

だろうか」などなど…。

　こうした不安を抱いている保護者に、まだまだ周囲の“まなざし

不登校基礎講座
支援を学ぶ

講師　加嶋文哉
（｢星の会｣代表・不登校大分県ネット会長）

■1月10日(土）19:00～21:30
■コンパルホール　視聴覚室(4階)
■参加費　会員は無料／一般300円

”は冷たく厳しいです。また、やさしい人が「大丈夫よ。」と言ってく

れても、気持は楽にはなりますが、安心はできません。それは実感

を伴う言葉ではないからでしょう。

　こんな時に、経験のあるお母さんやお父さんが、何よりも大きな

力となります。それは、わかりきった正しい答えを教え込もうとす

るのではなくて、わが子との戦い ?自分との戦い？の中から実感

に根ざした言葉を語るからです。どんなに正しいことや望ましい

ことを、自分の考えのように話しても、実感（体験）のともなわない

言葉は相手の心の奥深くには届きません。

　以前に不登校の相談を、受けた時のことです。私と経験のあるお

母さんとで、相談を受けました。相談者は、高校に進学したが不登

校になっている息子のことを話しました。私は、10 年以上の親の会

の経験から「こうした方が良い。」「子どもの心をこのようにとらえ

た方が良い。」とアドバイスをしたつもりでした。その方は、メモを

とったりしていました。

　隣にいる経験者のお母さんは、うなずきながら「わかるなあ」と

聴いていました。そして、「子どもが荒れて大声を出した時に、怖く

なかった？私は怖かった。」「部屋が静かな時は、そっと階段の下ま

で行って、物音がしたら『あっ、生きてる』って安心せんかった？」

と自分の体験を重ねがら話しました。

　相談者が「この子はこのままで大丈夫なんやろうか？」と言った

時、その経験のあるお母さんが「大丈夫。絶対に。子どもはいろいろ

考えて、今も成長してるんよ。目の前の姿だけで、子どもを見たら

ダメ。」と言いながら、涙声になりました。相談をされたお母さんも

涙をこぼしながら、何度も何度も強くうなずきました。

　お互いが実感で理解し合って、自分で答えを見つける時間…。

　不登校の先輩のお母さん・お父さん、「星の会」の例会に参加し

て下さい。悩んでいる親の心の声を聴いて下さい。そして、自分の

体験を重ねながら、「説得」や「迎合」「同調」でなく、「対話」をして下

さい。自分なりの納得をそれぞれが得るために…。

「大丈夫、絶対に！…目の前の姿だけで子どもを見たらダ
メ」と涙声で語る先輩お母さんの言葉に、新米お母さん
は、涙をこぼしながら何度も何度も頷く。実感をともなっ
た言葉は、相手の心の奥深くに届きます。新しく相談にみ
える親たちの話を真剣に聴きながら、自分の体験から納得
したことを語って下さい。


